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302. 藤前十字紛 J常持獲後の下段機能j好舗について

。勝矢まゆり，宮永護，下僚仁:1:，白木仁

池m耕太郎，新津守(筑波大学)檎林徹(東京大学)

lれ妨ll.l:奨(白金:新慨)松田i査強(商衛隊長センター病院

[f:i的j樹立す今報告鎖骨語は，スオ;サ内ベ以iこ大きな影響をも

たらすため，再箆脊織夕方針併ゆだゆ'VrW'~ま犠めてま主要争意味を持っ

ている.しかし， n事前付帯粥〈以:F札〉機織の膝において，

j:::;鰍 .01荊蕗やスポーツ復滞など間定盤的な操f蛾麓討議性や筋力と

必ヂしも一致しないこと料給されており，連縦長カに関する総

合宮Jな機査機f11語が立、繁とされている.そこで，桝苛究はKエ樹務

後また3務室jえの刻々4・:;1l~1炉治ンが適切に行われるためのより多角

的な許儲お撃を検討することを鼠的とした.

訴す象と方法}文搬は，キ叢鋭紛灘と簿筋憲章をj詩いてAa.:再建

衛を伶\事前~l 年以上品お殺した為ドサ競技者20名とした.平均年

齢は21.4ごと22裁で，患島支は右12H長.1i:8燦だった.溺定iえ筋反

応持関，バランλ犠紘等逮替錨カ，下肢機能新飾品を行った.務i}X

服部濁は，突発的;こK附in~鳩烈こ近川均兄をつくる装tiUこ乗せ，

その時の筋の反応開簡を表盛総司患を用いて謀総した.内館広紘

外撃事広務，大腿二銭紘半模様筋の表部筋2露関より各筋ごとの活

動開始時間伊貯1と殻大銀綴までの時間t(1v叡l'}を謀総した lil'"，̂機

能の瀕定には，不安:7Eなブラ1Kがはで鰍JなjT鰐での1¥子以機ちを

溺定ずる部DF.J依拠おDEX罰百道Jl'Y叡部加を用いた.等連性

筋力は，8.政斑滋i製成治EX'で，角速度60.180匂/拡における蟻

伸援・溜描筋力を讃淀した.機能好磁テストは，片鱗段室長昇緯，

片3帯広復横跳ぴ， )守縛8の字定，片側議競ぴを行った.

議事巣}筋泌ち持IsH之内増広筋は，感慨詩情Zまに速く，外錨・
内鶴1榊妙においては，有意に患鱗1)唆挺した.等適性筋力は，

f機能力6拘/器と務磁筋力側18均 f抵で患鶴治場おこ畿績を示

した.機機密髭輸倒脅桝守夜衡苔紛汐似掛州ス卦射トHはまえ， すベての1猿紛祭総益

ていた.

{考察}筋政Lt時間におb仰向付Jグの反!繍!濁の選誕の康問

として，受傷あるいは湾建荷による俊畿のために，開館内などに

あるメカVWJ少の援警告により刺激を筋にうまく怒速でき会かったこ

と会均えられる，また，この代償として大総務邸機の反応持部の

短縮古縫こ。たと考えられる.

片郷段差昇降は，健鱒での内鶴広務政TとK7/A機能.j十鰐反後

検瀧ぴでは.健鰯での内館広筋PRl'と議錦のバランス樹齢簡で

相関が認められと.片郵8の字2をと片鎖総説ぴで，鍵・態髄とも

1$麗・Jis血筋力との鰐で荘!隣諸緩められた.また，片灘反復撹鏡

ぴと}¥知機能の紹興志穂鱒で3もら才ぬか9たことから，片勝度後

犠践的立バラ羽織撃を箆換するテストではないと考えられる.従って，

今総F詩いた機緋齢別まず五カだけでなく，銭関ê~やr\部機能さ

らにその俄の袈留も澱与している可能伽努竣された.ょ。て，

これらの機接持{跡トを持うことは必説務動続鈴鴻桝例ゼ I炉加

実施上の客観S樹被議準として宥F誌であろう.しかし，接掲揚機

能のすべてを筑践し得者いので，その億の饗滋に関与する機接持

婚テストを今低減費支付る必重要請fある，

接鵡十学靭帯鍛務;機能評錨テスト 客観的評額基準
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